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 現在、最終目標の 245MeV の 2loop cERL および 2012 年度末に開始する 35MeV の 1loop cERL のラティス設計およびオプ

ティクスの計算を進めている。ERL の電子ビームは蓄積リングに比べて短いバンチ長であるため、CSR wake による電子の質

の劣化、その中でもエミッタンスやエネルギー広がりの増加が懸念される。なぜなら、この電子の質の劣化により、エネルギー

回収後の 5MeV のビームサイズが広がってしまい、大きなビームロスにつながるためである。これまでに CSR wake の検討が

進められていた 200MeV クラスの 1loop ERL ではバンチ圧縮を行わない限り、CSR wake の影響は少なかったが、cERL では

その影響が無視できない。なぜなら、2loop では内側ループを 2 回、外側ループを 1 回通るため、電子の質の劣化が蓄積し、

35 MeV の比較的低いエネルギーの場合、CSR wake の電磁場は電子のエネルギーによらないため*、より大きな影響を受け

るためである。そのため、CSR wake の発生するアーク部のオプティクスについて詳細に検討し最適化をすることによって、

245MeV 2loop のオプティクスではエミッタンス増加を小さく抑えられたが、35 MeV 1loop では依然エミッタンス増加は大きいま

まである。35 MeV 1loop のエネルギー回収後のビームサイズをトラッキングシミュレーションで求めたところ、バンチ長 1ps, 

規格化エミッタンスの初期値 0.3mm-mrad、バンチあたり電荷量 77 pC では、加速空洞内部で前幅がおよそ 10mm、ダンプライ

ンで最大 40mm になることが分かった。また、エミッタンス増加はバンチ長が短いほど、規格化エミッタンスの初期値が小さい

ほど、電荷量が大きいほど顕著であることが分かった。 

 その他、cERL では CSR を用いた逆コンプトン散乱で軟 X 線を発生することが可能である。大きな取り込み角度で CSR を取

り込み 1 点で集光・衝突することのできるマジックミラーを用いたケースと、光学キャビティに蓄積するケースについて検討した

結果を報告する。 
*臨界波長が CSR よりも十分短いエネルギーの場合 


